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■販売価格 :1冊 500円 (A5版 )

■特 典 :書籍代金 1万円 (送料除く)を超える場

合は 10%割引とします。
■送 料 :全国一律 500円 ※注文数が 50冊以上の

場合は追加送料をいただきます。

■注文方法 :本紙裏面にご記入いただき、郵送・

FAX、 もしくはメール・お電話にてご注文ください。

池田 勇諦 師

1934年三重県生まれ。元同朋大学長、董理院長、真宗大谷

派「講師」、宗務顧間、真宗大谷派三重教区桑名組西恩寺

前住職。2025年 (令和 7年)6月 29日 西帰。
【主な著書】

『いのちとひかリー真宗のいのち観』、『帰敬式を受ける一

親鸞聖人の僧伽に帰敬す』、『親鸞聖人と現代を生きる』、『念

仏の救い』、『御文勧化録』、『蓮如上人に学ぶ』、『真実證の

回向成就』、『真宗の実践』、『真宗生活入門講座Ⅳ 法事を
つとめる』(以上、東本願寺出版部)、『信心の再興一蓮如「御

文」の本義』、『真と偽と仮一「教行信証」の道一』 (以上、

樹心社)、『シリーズ親鸞 第八巻 親鸞から蓮如ヘー真宗創

造「御文」の発遣』 (筑摩書房)、『仏教の救い一アジャセ

王の帰仏に学ぶ』 (北國新聞社出版局)他多数。

発行元 :真宗大谷派 東京教務所

5,000円 (燃料込み)
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各巻内容 本書の特徴

『教行信証』は、何故書かれねばならなかったのか

『教行信証』は、如何なる立場から書かれたのか

『教行信証』は、何を課題とする書物か

「真実」と「方便」
立教開宗の宣言 一標宗の十三文字― (上)(下)
序文について (A)前序と後序の対応
序文について (B)総序と別序の対応 (1)(2)
「よきひとの仰せ」に遇う 一教文類一
(A)二種回向 浄土真宗なる仏道の成り立つ原理
「よきひとの仰せ」に遇う 一教文類一
(B)なぜ『大無量寿経』なのか

「よきひとの仰せ」に遇う 一教文類―
(C)続 なぜ『大無量寿経』なのか

諸仏称名の「法」 ―行文類―

仏行 としての称名

重釈段は大行の真実性 と普遍性を

衆生聞名の「機」 ―行文類一
(A)しかるに称名憶念あれども

衆生聞名の「機」 ―行文類一
(B)信の根拠は行に

三一問答
(C)信楽の一念釈
(D)真仏弟子の誕生 ―阿闇世の帰仏について一
(1)王舎城の悲劇の背景
(D)真仏弟子の誕生 ―阿闇世の帰仏について一
(2)阿闇世王帰仏の叙述構成

必ず滅度に至る 一証文類一
(A)「 さとり」と「あかし」 ―必至減度の願成就―

必ず滅度に至る 一証文類一
(B)往生と成仏 ―難思議往生―
(C)還相回向の大悲

ひかりの仏土 一真仏土文類一
(A)仏道と仏土 ―回向成就と誓願酬報―
(B)ひかりの阿弥陀仏・ひかりの浄土

如来広大の恩徳 一化身土文類一
(A)化身土文類の構成
(B)真実方便の願・方便真実の教 ―廃立と隠顕―
(C)三往生回転入
(D)聖浄二門の真仮 一時機の悲歎―
(E)神祗方便 一化身土末巻・内外二道の真偽―
(― )化身土末巻の経・論・釈
(E)神祗方便 一化身土末巻・内外二道の真偽―
(二 )真宗と世俗 ―如来と神祗―

(七)

(八 )

(九)

(五)

(六)

(四)

(一 )

(二)

文字が大きくて

読みやすい 板書も分かりやすい

図として掲載
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